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5-地図 交通・鉱山その他の商業都市
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6-古紙幣 江戸時代の藩札など
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7-竹森文庫 東洋経済新報記者竹森一則

の政治経済書籍群

品川区戸越時代
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8-文書・書籍

近世古文書-大福帳・仕
切帳など

製紙・醸造関係会社の
商標帳

生糸・織物見本帳

写真帳-栃木県足尾銅

山選鉱所、埼玉県鋳物
工場、竹細工工場

国勢統計図彙
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9-産業経済器物資料
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10-広告



109品川区戸越時代
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モノ資料への保護
措置

品川区戸越時代
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収蔵庫3-器物資料
主として「日本実業史博物館」モノ資料

立川市の収蔵庫



複合的な素材を含む資料
の状態調査法

委託調査 （財）元興寺文化財研究所

金山 正子 小村 眞理 角南聡一郎

文化財修復学会代29回大
会ポスター発表(静岡）
070616

連携研究成果の公開



１．はじめに
歴史資料を保存する施設といえば、多種多様な種類の資料を保
存する博物館をはじめ、記録資料を中心とする（公）文書館、
書籍を中心とする図書館、地域資料を中心とする郷土資料館、社
寺に伝来する資料を保存する宝物館、企業に関連する資料を保
存する企業博物館など、その位置づけはさまざまである。しかし、
多くの施設では必ずしもその看板に限定された資料だけを保有し
ているのではなく、それに付随する、あるいは関連する資料を複
合的に保管している場合が多い。そして当然のことながらそれら
の資料は紙、繊維、木、石、金属など多種多様な素材で形成さ
れている。そのような複合的な素材を含む資料の保存を考えた
場合、全体的な保存計画を立案するためには、限定した資料の
材質だけでなく、複合的な素材の劣化状態を把握する調査の手
法が必要となっている。しかし、これまで状態調査は特定の種類
の資料を比較するために実施される場合が多く、紙資料、彩色
資料、図書資料などの種類ごとに手法が試行されてきた。そこで、
本発表ではこれまでに(財)元興寺文化財研究所で実施してきた調
査を事例とし、複合的な素材を含む資料の状態調査の手法につ
いて検討する。



２．調査項目

資料番号 作成年代 表題

ラベル（有無、記入事項）

寸法（X×Y×Z㎜) 数量 重量 収納寸
法

材質（木・竹・布・紙・皮革・金属・その他）

銘（有無） 記載場所 附属品（有無、寸
法）

資料の劣化状況

全体の状態・虫損・汚損・変色・染み・
カビ・錆・亀裂・破損・欠損・欠落・磨
耗・ゆがみ・変形・塗りの剥離・塗りの
剥落・その他、各劣化の度合い

各劣化項目を無・弱・中・強の４段階
判定

劣化の特徴（メモ）

耐光性（強弱、光に弱い部位）

強度（強弱、衝撃に弱い部位）

最長展示期間

その他注意点 過去の補修（有無）

その他の特徴

必要な保存処置



３．調査の手順

作業手順の紹介写真は、国文学研究資料館所蔵「日本実業史博物館」資料
状態調査でのもの。人間文化研究機構総合推進事業連携研究－文化資源の
高度活用「『日本実業史博物館』資料の高度活用」（研究代表 青木睦（国文
学研究資料館 アーカイブズ研究系））の一環で、器物資料の状態調査が（財）
元興寺文化財研究所に業務委託されている。

資料の寸法を測定し、劣化症状
をチェックする。各部位の寸法と
劣化症状の特徴などはデジタル
画像の打ち出しに直接記入する。

資料の外観および劣化症状をデ
ジタル写真で撮影する。

X
Y

Z

採寸の方向（XYZ）

全体の寸法は
安定して床面に
置いた状態での
底面の二辺をX
・Yとする

全体寸法のXYZにもとづき、大
型資料の収納箱を作製する。

資料に記されている「銘」や貼られている
「ラベル」なども調書に記録し写真撮影し
ておく。銘は資料の製作や種類、伝来な
どを示す情報であり、またラベルもその資
料群の出所を判定しグルーピングする際
にも有効な情報となる。

資料に貼られたラベルと未使用の
ラベルの入った箱（実博資料/国文
研）



４．劣化判定

錆の判定の基準例
劣化度の判定は、該当する劣化の進行およびその劣化が資料に
どの程度の範囲でみられるかを４段階で判定する。また、その資料
を安全に利用に供することができるかどうかという視点に基づいて判
断する。すでに進行している錆などは緊急性を要する劣化として判
定する。金属は種類により錆の症状が異なるので、部位ごとに材質
欄に記入しておく（鉄－茶色、銅－緑青、アルミ－白色）。

該当する劣化が顕著で利用に供することが
できない。劣化が進行しているので早急に
保存処理が必要である。

Bad 

Condition

3

強

該当する劣化がかなりみられるが、気をつ
けて取り扱えば利用に供することは可能。
ただし劣化の進行が懸念されるので早急な
処理がのぞまれる。

Poor 

Condition

2

中

該当する劣化が若干みられるが、利用には
差し支えのない程度。

Fair 

Condition

1

弱

該当する劣化がみられない
Good 

Conition

0

無

劣化の度合い状態レベル

資料の保存状態をチェックし、劣化
症状の判定をする。また劣化度判
定ののち、それぞれの資料について
今後必要な保存処理の選定をす
る。

緊急度の高い劣化

カビ、錆、亀裂、顔料の剥離・剥落など
は劣化の進行が予想されるため、早急な
保存処置が望まれる。優先順位の高い
ものはその旨も調査票に記入しておく。カ
ビと汚れは判別しにくいものが多く、また繁
殖するカビなのか色素だけなのかにより今
後の対処が異なる。必要があればサンプ
リングして培養試験をする。



５．X線分析の活用

前出 国文研所蔵「日本実業史博物館」資料状態調査より。今年度は、紙でできた笠・瓢箪・茶壷のX線撮影を
行ない、構造の観察をして製作工程や加工技術の確認を行なった。紙でできた資料のX線撮影の難しさはＸ線の強
度の調整にある。強すぎるとＸ線は紙を透過してしまうので、弱いＸ線を照射してフィルムを感光させると紙の陰影が写
し出される。

紙で造られた瓢箪

型の外面に和紙を貼り付
け乾いたら型を抜く張り子
の技法で作られており、
外側に黒漆を塗って仕上
げられている。X線撮影に
よってその接合面が確認
できた。また栓は木製で
できている。

紙で造られた茶壷

紙の壷の外側に黒漆を
塗って仕上げられている。
取手は木製でできてい
る。

撮影／（財）元興寺文化
財研究所 雨森久晃

使用機器／X線カラーシン
チレータ方式X線透過装
置TCX8001 ㈱東芝製



６．動画による調査記録

渋沢敬三らにより収集された日本実業史博物館資料は、戦中戦後の社会状況の中で博物館建設は実現されなかったが、収集さ
れたさまざまな資史料は、現在は国文学研究資料館に収蔵されている。そのうち年間1,000点の器物資料の状態調査をH18～H20
年の3ヵ年で行なう予定である。また、状態調査に付随して資料の類型化などの内容研究、動画による調査記録、X線撮影による
構造分析などの調査項目を加えていることなどが、新たな状態調査の方向である。

DVD「復活！日本実業史博
物館調査報告 2006年」の
作製
内容：平成18年度の調査記
録／昭和15年経済文化展
覧会の写真帖を見る／両替
屋店頭展示の復元（12分）
写真はDVDの表紙

紙で造られた笠

縦糸・横糸ともに紙縒りで編まれており、
三角形に編んだ面を４つ綴じ合わせて
笠にして、その上から黒漆をぬ塗って仕
上げられている。

「実業史博物館」資料で昭和
15年の写真帖にある両替屋
の店頭展示を復元し、その作
業の様子を撮影収録した。写
真は復元した店頭展示。



7．状態調査から保存処理の流れ

墨壷の劣化状況（35点）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無：0 1 32 7 27 25 27 13 18 20 17 8 10 32 34 28 30

弱：1 7 1 18 7 7 7 7 3 11 6 0 18 2 1 3 1

中：2 21 1 8 1 3 0 13 10 2 6 2 6 1 0 1 0

強：3 6 1 2 0 0 1 2 4 2 6 25 1 0 0 3 4

全体 虫 汚損 変色 染み カビ 錆 亀裂 破損 欠損 欠落 磨耗 ゆがみ 変形
塗りの剥

離

塗りの剥

落

調査の計画
サンプリング調査か悉皆調査か、調査結果の活用
目的により実施計画をたて、調査期間や必要な人
件費を算出する

状態調査実施
具体的な保存処理メニューの策定のためにはコレク
ションの悉皆調査を行なう

調査報告および保存処理提案
状態調査結果の分析－劣化の傾向と特徴をまとめ、
今後必要となる保存処理の具体的手法および費
用の算出

保存処理の実施
所蔵側による保存処理費・年間予算の確保、保存
処理の優先順位決定、保存処理の実施

広報活動
保存処理後に調査や保存処理の過程で判明した
検証を含めて広く公開し、文化財に対する一般の
関心を喚起する

清水建設株式会社での事例
H18年度状態調査
H18・19（・20予定）年度保存処理実施
保存処理概要のプレス発表2007.3.5

読売新聞掲載記事（額
絵の修復 2007.3.6)

全体の
状態

虫損 汚損 変色 染み カビ 錆 亀裂 破損 欠損 欠落 磨耗
ゆが
み

変形
塗りの
剥離

塗りの
剥落

2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 3 2 0 0 0 0

3 1 2 1 1 0 0 2 1 0 3 2 0 0 2 3

2 0 2 1 0 0 1 0 0 0 3 2 1 0 0 0

2 0 1 0 0 0 0 2 0 0 3 1 1 0 0 0

調査データのうち劣化判定の入力表（部分）

墨壷の劣化項目の劣化度の割合をグラフ化したもの



８．複合的な素材を含む状態調査の視点

状態調査は人間の五感という優れたセンサーをつかっ
ての観察と判定である

調査項目は調査結果の活用を想定して、その所蔵館で
有効に活用できる項目を設定する

デジタル画像での劣化状態の記録と打ち出し画像への
記入⇒画像記録がリアルタイムで確認できるメリットあり

動画を使っての調査記録

マイクロスコープを使っての素材の観察

X線による観察⇒人間の目視での観察による状態調査
を補足する第二の目

忘れてはならない調査時にも出来る保護措置⇒できる
範囲で行なう

劣化判定と同時に今後必要となる保存処置を選定する

最終的には保存処理の優先順位をつける
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算盤

• 素材と構造の確認

• 劣化症状の確認－玉の破損、木材部材の欠損、
歪み、虫損など



122

実業史博物館資料の状態調査

• 2006年度・2007・2008年度の進捗

※2009.2 調査点数は見込み点数

• 研究員による現地指導は2006年度28日（連携研究による
協力を含む）、2007年度20日。

• 修復学会でのポスター報告の紹介

「複合的な素材を含む資料の状態調査法」

調査日数 調査点数 資料の種類

2006年度 140人日 1040点 銭枡、鑑札、算盤、伊勢辰関係、
時計、火付け道具、眼鏡、貯金箱
など、大型資料の保管箱作製

2007年度 140人日 1100点 矢立、錠前、広告関係（紙資料）

2008年度 140人日 1000点※ 大型資料-箪笥・看板
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画像データベースの作成から公開版
へ、新規「器物」版作成へ



124品川区戸越時代
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国立民族学博物館

敬三の博物館

日本実業史博物館
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大学共同利用機関としての特性
共同研究の促進 2008年

①大型の研究施設・設備の提供
②大規模な学術資料の収集・保存・提供
③共同研究を行うにふさわしい流動的な

教員組織

④展示と研究が一体となった研究活動

立川市の展示室
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成果報告展示
2009年3月2日-3月28日

日本実業史博物館からのメッセージ
-渋沢栄一と算盤・敬三と広告-
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列品台帳・図葉台帳・日本実業史博物館目録・

龍門社目録・文部省史料館目録
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カード目録
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所在簿
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日本実業史博物館資料の
年次的収集過程

品川区戸越時代
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購入品数の年次的推移
購入品の全体（数量）
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購入金額の年次的推移
購入品の全体（金額）
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旧阪谷邸での「実博」開館準備について
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「実博アーカイブズ」図面に巻き込まれた
白木屋作成の展示ケースの図面
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関連文献
• 『澁澤敬三著作集 全５巻』 網野善彦・渋沢雅英・二野瓶徳夫 編 (平凡社, 1992-1993年)

• 『澁澤敬三先生景仰録』（同編集委員会編、東洋大学、1965年）

• 渋沢史料館編『祭魚洞祭：渋沢敬三没後50年企画展』公益財団法人渋沢記念財団渋沢史料館、2013年。
NCID BB13917096。

• 渋沢雅英『父・渋沢敬三』（実業之日本社、1966年）

• 『澁澤敬三』（澁澤敬三伝記編纂刊行会（上・下）、1979-81年）

• 佐野眞一『旅する巨人 宮本常一と渋沢敬三』（文藝春秋、1996年／文春文庫、2009年）

• 佐野眞一『渋沢家三代』（文春新書、1998年）

• 拵嘉一郎『澁澤敬三先生と私－アチック・ミューゼアムの日々』（平凡社、2007年）

• 宮本常一『宮本常一著作集50 渋沢敬三』（田村善次郎編、未來社、2008年）

• 丸山泰明『渋沢敬三と今和次郎－博物館的想像力の近代』（青弓社、2013年）

• 由井常彦・武田晴人編『歴史の立会人－昭和史の中の渋沢敬三』（日本経済評論社、2015年）

• 加藤幸治『渋沢敬三とアチック・ミューゼアム』（勉誠出版、2020年）

• DVD『学問と情熱第34巻渋沢敬三常民へのまなざし』（紀伊國屋書店評伝シリーズ、2007年）藤原道夫
演出・佐野賢治監修、ナレーター中井貴恵（65分）

• 渋沢史料館・渋沢栄一記念財団情報資源センターは、渋沢栄一と実業史に関する情報資源を開発・提供。
栄一を近代経済社会の文脈におき、現代に繋がる事績の意義研究を支援。資料の提供を企図した渋沢敬
三の青淵翁記念日本実業史博物館構想の現代的な実現が使命とする。

各記事は、財団ホームページの情報を参照した。


